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(57)【要約】
【課題】高品位の映像を表示する表示装置を提供する。
【解決手段】本出願は、液晶パネルと、第１副データと
第１主データとを液晶パネルに書き込む書込部と、を備
える表示装置を開示する。書込部は、第１副データの書
き込みに利用される第１列データを生成する選択部と、
第１副データと第１主データとを出力部と、を含む。液
晶パネルが、後続の第２フレーム画像を表示するときに
、選択部は、複数の画素列から第１画素列とは異なる画
素列を第２画素列として選択し、第２列データを生成す
る。出力部は、第２列データを、第２画素列と、第２画
素列に隣接する第２隣接画素列と、に出力し、第２副デ
ータを液晶パネルに書き込み、その後、第２隣接画素列
に対応する映像信号を、第２隣接画素列に出力し、第２
副データよりも高い解像度の第２主データを前記液晶パ
ネルに書き込む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号に基づいて生成された第１副データと、該第１副データよりも高い解像度の第
１主データと、を用いて、第１フレーム画像を表示する表示装置であって、
　前記第１副データ及び前記第１主データが書き込まれる書込方向に整列した複数の画素
からなる画素列を複数有する表示面を含む液晶パネルと、
　前記第１副データと前記第１主データとを前記液晶パネルに書き込む書込部と、を備え
、
　該書込部は、
　　前記複数の画素列から第１画素列を選択し、該第１画素列に対応する映像信号に基づ
き、第１列データを生成する選択部と、
　　前記第１列データを、前記第１画素列と、該第１画素列に隣接する第１隣接画素列と
、に出力し、前記第１副データを前記液晶パネルに書き込み、その後、前記第１隣接画素
列に対応する映像信号を、前記第１隣接画素列に出力し、前記第１主データを前記液晶パ
ネルに書き込む出力部と、を含み、
　前記液晶パネルが、前記第１フレーム画像に続く第２フレーム画像を表示するときに、
前記選択部は、前記複数の画素列から前記第１画素列とは異なる画素列を第２画素列とし
て選択し、該第２画素列に対応する映像信号に基づき、第２列データを生成し、前記出力
部は、前記第２列データを、前記第２画素列と、前記第２画素列に隣接する第２隣接画素
列と、に出力し、第２副データを前記液晶パネルに書き込み、その後、前記第２隣接画素
列に対応する映像信号を、前記第２隣接画素列に出力し、前記第２副データよりも高い解
像度の第２主データを前記液晶パネルに書き込むことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記表示面は、前記書込方向に交差する方向に整列した複数の表示領域を含み、
　前記液晶パネルが前記第１フレーム画像を表示するときに、前記選択部は、前記複数の
表示領域それぞれから、前記第１画素列を選択し、前記出力部は、前記複数の表示領域そ
れぞれが含む複数の画素列それぞれに前記第１列データを出力し、前記第１副データを前
記液晶パネルに書き込むことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記液晶パネルが前記第２フレーム画像を表示するときに、前記選択部は、前記複数の
表示領域それぞれから、前記第２画素列を選択し、前記出力部は、前記複数の表示領域そ
れぞれが含む複数の画素列それぞれに前記第２列データを出力し、前記第２副データを前
記液晶パネルに書き込むことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示面は、複数のフレーム画像を順次表示し、
　前記複数のフレーム画像の表示の間、前記選択部は、前記複数の表示領域それぞれが含
む前記複数の画素列からなる画素列群内で循環的に１つの画素列を選択し、該選択された
画素列に対応する前記映像信号に基づき、列データを生成し、
　前記出力部は、前記列データを、前記画素郡内の前記複数の画素列それぞれに出力し、
副データを前記液晶パネルに書き込むことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記液晶パネルへの前記副データの書き込みの後、前記出力部は、前記画素列群内の前
記複数の画素列にそれぞれ対応する映像信号を、前記複数の画素列それぞれに出力し、前
記副データよりも高い解像度の主データを前記液晶パネルに書き込むことを特徴とする請
求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記液晶パネルへの前記副データの書き込みの後、前記出力部は、前記選択された画素
列を除く前記画素郡内の前記複数の画素列それぞれに対応する映像信号を、前記選択され
た画素列を除く前記画素郡内の前記複数の画素列それぞれに出力し、前記副データよりも
高い解像度の主データを前記液晶パネルに書き込むことを特徴とする請求項４に記載の表
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示装置。
【請求項７】
　前記画素列群は、２つの画素列を含み、
　前記液晶パネルが前記第２フレーム画像に続く第３フレーム画像を表示するときに、前
記選択部は、前記２つの画素列のうち前記第１画素列として選択された画素列を第３画素
列として選択し、前記第３画素列に対応する映像信号に基づき、前記列データを生成する
ことを特徴とする請求項４乃至６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記画素列群は、３以上の画素列を含み、
　前記液晶パネルが前記第２フレーム画像に続く第３フレーム画像を表示するときに、前
記選択部は、前記画素列群から前記第１画素列及び前記第２画素列とは異なる画素列を第
３画素列として選択し、前記第３画素列に対応する映像信号に基づき、前記列データを生
成することを特徴とする請求項４乃至６のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶を用いて映像を表示する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶を用いて表示される映像の質は、液晶の応答特性に大きく依存する。表示装置が、
遅い応答をする液晶を有するならば、表示される映像の質は低くなる。映像の質の低下は
、特に、立体映像の表示において顕著となる。
【０００３】
　立体映像を表示する表示装置は、典型的には、眼鏡装置とともに用いられる。眼鏡装置
は、左眼前に配置された左シャッタと、右眼前に配置された右シャッタと、を備える。左
シャッタが開かれている間、右シャッタは閉じられている。右シャッタが開かれている間
、左シャッタは閉じられている。
【０００４】
　表示装置は、一般的には、映像が表示される表示面の上縁に沿って整列した最上位の画
素列を駆動し、その後、下方の画素列を順次駆動する。したがって、表示面の下縁の近く
の画素列の駆動タイミングは、比較的遅くなる。
【０００５】
　表示装置が立体映像を表示するとき、表示面は、左眼で視聴される左フレーム画像と右
眼で視聴される右フレーム画像とを交互に表示する。左シャッタは、左フレーム画像の表
示に同期して開かれる。右シャッタは、右フレーム画像の表示に同期して開かれる。表示
面の下縁近くの画素列の駆動タイミングの遅れの結果、左シャッタが開かれたとき、表示
面の下部において、先に表示された右フレーム画像の一部が残存していることがある。同
様に、右シャッタが開かれたとき、表示面の下部において、先に表示された左フレーム画
像の一部が残存していることがある。即ち、観察者は、左眼で、右フレーム画像の一部を
観察し、右眼で、左フレーム画像の一部を観察することとなる。したがって、観察者は、
表示面の下部の映像を立体的に知覚できないこともある。
【０００６】
　特許文献１に開示される技術は、画素列の駆動タイミングの遅れの課題に取り組む。特
許文献１は、１つのフレーム画像を表示するために、表示面に亘って、複数回の書込動作
を行うことを提案する。特許文献１の表示装置は、駆動部に、低い解像度のフレーム画像
を表す画像データを液晶パネルに書き込ませ、その後、高い解像度のフレーム画像を書き
込ませる。
【０００７】
　低い解像度のフレーム画像を表す画像データが、表示面に亘って、予備的に書き込まれ
るので、画素列の駆動が開始するタイミングは、表示面に亘って早くなる。この結果、画
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素列の駆動タイミングの遅れに起因する映像の質の低下は緩和される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開第２０１１／１５５１４８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１は、先行して書き込まれる画像データの生成手法として、平均化処理と選択
処理とを提案する。平均化処理は、隣接する画素列間で映像信号を平均化し、低い解像度
のフレーム画像を作り出す。選択処理は、隣接する画素列のうち一方に対応する映像信号
を、隣接する画素列に書き込み、低い解像度のフレーム画像を作り出す。
【００１０】
　選択処理は、映像信号を平均化するための演算処理を含まないので、選択処理は、平均
化処理よりも簡便である。しかしながら、選択処理は、基準とされた画素列と、他の画素
列との間で、映像の表示特性に差異を生じさせることもある。
【００１１】
　本発明は、高品位の映像を表示する表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一の局面に係る表示装置は、映像信号に基づいて生成された第１副データと、
該第１副データよりも高い解像度の第１主データと、を用いて、第１フレーム画像を表示
する。表示装置は、前記第１副データ及び前記第１主データが書き込まれる書込方向に整
列した複数の画素からなる画素列を複数有する表示面を含む液晶パネルと、前記第１副デ
ータと前記第１主データとを前記液晶パネルに書き込む書込部と、を備える。該書込部は
、前記複数の画素列から第１画素列を選択し、該第１画素列に対応する映像信号に基づき
、第１列データを生成する選択部と、前記第１列データを、前記第１画素列と、該第１画
素列に隣接する第１隣接画素列と、に出力し、前記第１副データを前記液晶パネルに書き
込み、その後、前記第１隣接画素列に対応する映像信号を、前記第１隣接画素列に出力し
、前記第１主データを前記液晶パネルに書き込む出力部と、を含む。前記液晶パネルが、
前記第１フレーム画像に続く第２フレーム画像を表示するときに、前記選択部は、前記複
数の画素列から前記第１画素列とは異なる画素列を第２画素列として選択し、該第２画素
列に対応する映像信号に基づき、第２列データを生成する。前記出力部は、前記第２列デ
ータを、前記第２画素列と、前記第２画素列に隣接する第２隣接画素列と、に出力し、第
２副データを前記液晶パネルに書き込み、その後、前記第２隣接画素列に対応する映像信
号を、前記第２隣接画素列に出力し、前記第２副データよりも高い解像度の第２主データ
を前記液晶パネルに書き込むことを特徴とする。
【００１３】
　上記構成によれば、表示装置は、映像信号に基づいて生成された第１副データと、第１
副データよりも高い解像度の第１主データと、を用いて、第１フレーム画像を液晶パネル
の表示面に表示する。表示面は、複数の画素列を有する。各画素列は、副データ及び主デ
ータが書き込まれる書込方向に整列した複数の画素を含む。書込部は、第１副データと第
１主データとを液晶パネルに書き込む。第１主データよりも先に第１副データが書き込ま
れるので、表示面の各画素列の早い駆動タイミングの下、第１フレーム画像が表示される
こととなる。したがって、第１フレーム画像は、先行するフレーム画像に影響されにくく
なる。
【００１４】
　選択部は、複数の画素列から第１画素列を選択する。選択部は、その後、第１画素列に
対応する映像に基づき第１列データを生成する。出力部は、第１列データを、第１画素列
と、第１画素列に隣接する第１隣接画素列と、に出力する。この結果、第１副データが液
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晶パネルに書き込まれる。選択部は、その後、第１隣接画素列に対応する映像信号を、第
１隣接画素列に出力する。この結果、第１主データが液晶パネルに書き込まれる。
【００１５】
　液晶パネルが、第１フレーム画像に続く第２フレーム画像を表示するときに、選択部は
、複数の画素列から第１画素列とは異なる画素列を第２画素列として選択する。選択部は
、その後、第２画素列に対応する映像信号に基づき、第２列データを生成する。出力部は
、第２列データを、第２画素列と、第２画素列に隣接する第２隣接画素列と、に出力する
。この結果、第２副データが、液晶パネルに書き込まれる。出力部は、その後、第２隣接
画素列に対応する映像信号を、第２隣接画素列に出力する。この結果、第２副データより
も高い解像度の第２主データが液晶パネルに書き込まれる。第２主データよりも先に第２
副データが書き込まれるので、表示面の各画素列の早い駆動タイミングの下、第２フレー
ム画像が表示されることとなる。したがって、第２フレーム画像は、先行する第１フレー
ム画像に影響されにくくなる。
【００１６】
　選択部が、第１画素列とは異なる画素列を第２画素列として選択するので、第１副デー
タと第２副データとの間で、データの特徴量に差異が生じやすくなる。したがって、選択
部による選択処理は、表示される映像に対して影響しにくくなる。この結果、表示装置は
、高品位の映像を表示することができる。
【００１７】
　上記構成において、前記表示面は、前記書込方向に交差する方向に整列した複数の表示
領域を含んでもよい。前記液晶パネルが前記第１フレーム画像を表示するときに、前記選
択部は、前記複数の表示領域それぞれから、前記第１画素列を選択し、前記出力部は、前
記複数の表示領域それぞれが含む複数の画素列それぞれに前記第１列データを出力し、前
記第１副データを前記液晶パネルに書き込んでもよい。
【００１８】
　上記構成によれば、表示面は、書込方向に交差する方向に整列した複数の表示領域を含
む。液晶パネルが第１フレーム画像を表示するときに、選択部は、複数の表示領域それぞ
れから、第１画素列を選択する。出力部は、複数の表示領域それぞれが含む複数の画素列
それぞれに第１列データを出力する。書込部は、第１主データよりも低い解像度の第１副
データを生成するための処理を、表示領域毎に行うので、第１副データによって表現され
る画像は、第１フレーム画像から過度に乖離しない。したがって、表示装置は、高品位の
第１フレーム画像を表示することができる。
【００１９】
　上記構成において、前記液晶パネルが前記第２フレーム画像を表示するときに、前記選
択部は、前記複数の表示領域それぞれから、前記第２画素列を選択してもよい。前記出力
部は、前記複数の表示領域それぞれが含む複数の画素列それぞれに前記第２列データを出
力し、前記第２副データを前記液晶パネルに書き込んでもよい。
【００２０】
　上記構成によれば、液晶パネルが第２フレーム画像を表示するときに、選択部は、複数
の表示領域それぞれから、第２画素列を選択する。出力部は、複数の表示領域それぞれが
含む複数の画素列それぞれに第２列データを出力する。書込部は、第２主データよりも低
い解像度の第２副データを生成するための処理を、表示領域毎に行うので、第２副データ
によって表現される画像は、第２フレーム画像から過度に乖離しない。したがって、表示
装置は、高品位の第２フレーム画像を表示することができる。
【００２１】
　上記構成において、前記表示面は、複数のフレーム画像を順次表示してもよい。前記複
数のフレーム画像の表示の間、前記選択部は、前記複数の表示領域それぞれが含む前記複
数の画素列からなる画素列群内で循環的に１つの画素列を選択し、該選択された画素列に
対応する前記映像信号に基づき、列データを生成してもよい。前記出力部は、前記列デー
タを、前記画素郡内の前記複数の画素列それぞれに出力し、副データを前記液晶パネルに
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書き込んでもよい。
【００２２】
　書込部は、主データよりも低い解像度の副データを生成するための処理を、表示領域毎
に行うので、副データによって表現される画像は、フレーム画像から過度に乖離しない。
したがって、表示装置は、高品位のフレーム画像を表示することができる。
【００２３】
　選択部が、画素列群内で循環的に１つの画素列を選択するので、フレーム画像間で、副
データの特徴量に差異が生じやすくなる。したがって、選択部による選択処理は、表示さ
れるフレーム画像に対して影響しにくくなる。この結果、表示装置は、高品位の映像を表
示することができる。
【００２４】
　上記構成によれば、表示面は、複数のフレーム画像を順次表示する。複数のフレーム画
像の表示の間、選択部は、複数の表示領域それぞれが含む複数の画素列からなる画素列群
内で循環的に１つの画素列を選択する。選択部は、その後、選択された画素列に対応する
映像信号に基づき、列データを生成する。出力部は、列データを、画素郡内の複数の画素
列それぞれに出力し、副データを液晶パネルに書き込むので、表示面の各画素列は、早い
タイミングで駆動される。
【００２５】
　上記構成において、前記液晶パネルへの前記副データの書き込みの後、前記出力部は、
前記画素列群内の前記複数の画素列にそれぞれ対応する映像信号を、前記複数の画素列そ
れぞれに出力し、前記副データよりも高い解像度の主データを前記液晶パネルに書き込ん
でもよい。
【００２６】
　上記構成によれば、液晶パネルへの副データの書き込みの後、出力部は、前記画素列群
内の前記複数の画素列にそれぞれ対応する映像信号を、複数の画素列それぞれに出力し、
副データよりも高い解像度の主データを前記液晶パネルに書き込む。主データよりも先に
副データが書き込まれるので、表示面の各画素列の早い駆動タイミングの下、各フレーム
画像が表示されることとなる。したがって、フレーム画像は、先行するフレーム画像に影
響されにくくなる。
【００２７】
　上記構成において、前記液晶パネルへの前記副データの書き込みの後、前記出力部は、
前記選択された画素列を除く前記画素郡内の前記複数の画素列それぞれに対応する映像信
号を、前記選択された画素列を除く前記画素郡内の前記複数の画素列それぞれに出力し、
前記副データよりも高い解像度の主データを前記液晶パネルに書き込んでもよい。
【００２８】
　上記構成によれば、液晶パネルへの副データの書き込みの後、出力部は、選択された画
素列を除く画素郡内の複数の画素列それぞれに対応する映像信号を、選択された画素列を
除く画素郡内の複数の画素列それぞれに出力し、副データよりも高い解像度の主データを
液晶パネルに書き込む。主データよりも先に副データが書き込まれるので、表示面の各画
素列の早い駆動タイミングの下、各フレーム画像が表示されることとなる。したがって、
フレーム画像は、先行するフレーム画像に影響されにくくなる。主データの書き込みのた
めに、選択された画素列を除く画素郡内の複数の画素列それぞれに対応する映像信号が、
選択された画素列を除く画素郡内の複数の画素列それぞれに出力されるので、主データの
書込期間が短縮される。
【００２９】
　上記構成において、前記画素列群は、２つの画素列を含む。前記液晶パネルが前記第２
フレーム画像に続く第３フレーム画像を表示するときに、前記選択部は、前記２つの画素
列のうち前記第１画素列として選択された画素列を第３画素列として選択し、前記第３画
素列に対応する映像信号に基づき、前記列データを生成する。
【００３０】
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　上記構成によれば、画素列群は、２つの画素列を含む。液晶パネルが第２フレーム画像
に続く第３フレーム画像を表示するときに、選択部は、２つの画素列のうち第１画素列と
して選択された画素列を第３画素列として選択する。選択部は、その後、第３画素列に対
応する映像信号に基づき、列データを生成する。選択部が、第１画素列して選択された画
素列を第３画素列として選択するので、第２副データと、第３フレーム画像の表示のため
に生成された副データと、の間で、データの特徴量に差異が生じやすくなる。したがって
、選択部による選択処理は、表示される第３フレーム画像に対して影響しにくくなる。こ
の結果、表示装置は、高品位の映像を表示することができる。
【００３１】
　上記構成において、前記画素列群は、３以上の画素列を含む。前記液晶パネルが前記第
２フレーム画像に続く第３フレーム画像を表示するときに、前記選択部は、前記画素列群
から前記第１画素列及び前記第２画素列とは異なる画素列を第３画素列として選択し、前
記第３画素列に対応する映像信号に基づき、前記列データを生成する。
【００３２】
　上記構成によれば、画素列群は、３以上の画素列を含む。液晶パネルが第２フレーム画
像に続く第３フレーム画像を表示するときに、選択部は、画素列群から第１画素列及び第
２画素列とは異なる画素列を第３画素列として選択するので、第１副データと、第２副デ
ータと、第３フレーム画像の表示のために生成された副データと、の間で、データの特徴
量に差異が生じやすくなる。したがって、選択部による選択処理は、表示される第３フレ
ーム画像に対して影響しにくくなる。この結果、表示装置は、高品位の映像を表示するこ
とができる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明に係る表示装置は、高品位の映像を表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】第１実施形態の表示装置と、表示装置が用いる信号と、を概略的に示す概念図で
ある。
【図２】図１に示される表示装置の液晶パネルの表示面の部分概略図である。
【図３】図１に示される表示装置の概略的なブロック図である。
【図４】図１に示される表示装置に入力される映像信号の概略的な概念図である。
【図５】図４に示される映像信号が含むフレーム画像信号の概略的な概念図である。
【図６】図３に示される表示装置の記憶部の概略的な概念図である。
【図７】図３に示される表示装置の書込部から液晶パネルへの書込処理の概略的なフロー
チャートである。
【図８】図３に示される表示装置の書込部から液晶パネルへの改善された書込処理の概略
的なフローチャートである。
【図９】図２に示される表示面の概略的な概念図である。
【図１０Ａ】図７に示されるフローチャートに従う副データの書込動作を表す概略的なグ
ラフである。
【図１０Ｂ】図７に示されるフローチャートに従う主データの書込動作を表す概略的なグ
ラフである。
【図１１Ａ】図８に示されるフローチャートに従う副データの書込動作を表す概略的なグ
ラフである。
【図１１Ｂ】図８に示されるフローチャートに従う主データの書込動作を表す概略的なグ
ラフである。
【図１２Ａ】図９に示される表示面に映し出される映像の変化を表す概略図である。
【図１２Ｂ】図９に示される表示面に映し出される映像の変化を表す概略図である。
【図１３】第２実施形態の表示装置の概略的なブロック図である。
【図１４】図１３に示される表示装置の記憶部の概略的な概念図である。
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【図１５】図１３に示される表示装置の表示面の概略的な概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、例示的な表示装置が図面を参照して説明される。尚、以下に説明される実施形態
において、同様の構成要素に対して同様の符号が付されている。また、説明の明瞭化のた
め、必要に応じて、重複する説明は省略される。図面に示される構成、配置或いは形状並
びに図面に関連する記載は、単に本実施形態の原理を容易に理解させることを目的とする
ものであり、本実施形態の原理は、これらに何ら限定されるものではない。
【００３６】
　＜第１実施形態＞
　（表示装置）
　図１は、第１実施形態の表示装置１００と、表示装置１００が用いる信号と、を概略的
に示す概念図である。図１を用いて、表示装置１００が説明される。
【００３７】
　表示装置１００は、映像を表示する液晶パネル１１０と、液晶パネル１１０を収容並び
に支持する筐体１０１と、を備える。液晶パネル１１０は、筐体１０１から露出した表示
面１１１を含む。表示面１１１は、映像を表示する。
【００３８】
　一般的なテレビ装置と同様に、映像信号が表示装置１００に入力される。液晶パネル１
１０は、映像信号に応じて、複数のフレーム画像を順次表示する。図１には、複数のフレ
ーム画像として、「フレーム画像（１）」、「フレーム画像（２）」及び「フレーム画像
（３）」が示されている。また、図１には、フレーム画像（１）に対応する映像信号とし
て、「フレーム画像信号（１）」が示されている。フレーム画像（２）に対応する映像信
号として、「フレーム画像信号（２）」が示されている。フレーム画像（３）に対応する
映像信号として、「フレーム画像信号（３）」が示されている。
【００３９】
　フレーム画像（２）は、フレーム画像（１）に続いて表示される。したがって、本実施
形態において、フレーム画像（１）は、第１フレーム画像として例示される。また、フレ
ーム画像（２）は、第２フレーム画像として例示される。
【００４０】
　フレーム画像（３）は、フレーム画像（２）に続いて表示される。したがって、本実施
形態において、フレーム画像（３）は、第３フレーム画像として例示される。
【００４１】
　表示装置１００は、映像信号に基づいて、副データと主データとを生成する。表示装置
１００は、フレーム画像信号（１）に基づいて、フレーム画像（１）よりも低い解像度の
フレーム画像を表現する副データ（１）を生成する。表示装置１００は、フレーム画像信
号（２）に基づいて、フレーム画像（２）よりも低い解像度のフレーム画像を表現する副
データ（２）を生成する。表示装置１００は、フレーム画像信号（３）に基づいて、フレ
ーム画像（３）よりも低い解像度のフレーム画像を表現する副データ（３）を生成する。
本実施形態において、副データ（１）は、第１副データとして例示される。副データ（２
）は、第２副データとして例示される。
【００４２】
　表示装置１００は、フレーム画像信号（１）に基づいて、副データ（１）が表現するフ
レーム画像よりも高い解像度のフレーム画像を表現する主データ（１）を生成する。主デ
ータ（１）が表現するフレーム画像の解像度は、フレーム画像信号（１）によって規定さ
れるフレーム画像（１）の解像度に略一致する。本実施形態において、主データ（１）は
、第１主データとして例示される。
【００４３】
　表示装置１００は、フレーム画像信号（２）に基づいて、副データ（２）が表現するフ
レーム画像よりも高い解像度のフレーム画像を表現する主データ（２）を生成する。主デ
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ータ（２）が表現するフレーム画像の解像度は、フレーム画像信号（２）によって規定さ
れるフレーム画像（２）の解像度に略一致する。本実施形態において、主データ（２）は
、第２主データとして例示される。
【００４４】
　表示装置１００は、フレーム画像信号（３）に基づいて、副データ（３）が表現するフ
レーム画像よりも高い解像度のフレーム画像を表現する主データ（３）を生成する。主デ
ータ（３）が表現するフレーム画像の解像度は、フレーム画像信号（３）によって規定さ
れるフレーム画像（３）の解像度に略一致する。
【００４５】
　表示装置１００は、副データ（１）と主データ（１）とを用いて、フレーム画像（１）
を表示面１１１に表示する。表示装置１００は、副データ（２）と主データ（２）とを用
いて、フレーム画像（２）を表示面１１１に表示する。表示装置１００は、副データ（３
）と主データ（３）とを用いて、フレーム画像（３）を表示面１１１に表示する。
【００４６】
　図２は、液晶パネル１１０の表示面１１１の部分概略図である。図１及び図２を用いて
、表示面１１１が説明される。
【００４７】
　液晶パネル１１０は、垂直方向に延びる複数のソース線と、水平方向に延びる複数のゲ
ート線と、を備える。図２は、ソース線として、「ソース線（Ｓ１）」乃至「ソース線（
Ｓ３２）」を示す。図２は、ゲート線として、「ゲート線（Ｇ１）」乃至「ゲート線（Ｇ
１６）」を示す。
【００４８】
　液晶パネル１１０は、各ゲート線と各ソース線との交点に対応して形成された複数の画
素Ｐを備える。画素Ｐは、マトリクス状に配置される。マトリクス状に配列された画素Ｐ
は、表示面１１１を形成する。
【００４９】
　表示面１１１は、複数の画素列を含む。図２に示されるように、各画素列は、各ゲート
線に沿って水平方向に整列した複数の画素Ｐからなる。複数の画素列は、垂直方向に整列
する。
【００５０】
　主データ（主データ（１）、主データ（２）又は主データ（３））及び副データ（副デ
ータ（１）、副データ（２）又は副データ（３））は、水平方向に書き込まれる。例えば
、主データは、水平方向に延びるゲート線（Ｇ１）に沿って整列した複数の画素Ｐからな
る画素列に書き込まれた後、ゲート線（Ｇ１）に隣接するゲート線（Ｇ２）に沿って整列
した複数の画素Ｐからなる画素列に書き込まれる。垂直方向に整列した画素列に主データ
が順次書き込まれる結果、表示面１１１にフレーム画像が表示される。
【００５１】
　副データは、主データの前に、液晶パネル１１０に書き込まれる。主データとは異なり
、副データは、複数の画素列の組に同時に書き込まれる。例えば、副データは、ゲート線
（Ｇ１，Ｇ２）の組に対応する画素列の組に同時に書き込まれた後、ゲート線（Ｇ３，Ｇ
４）に対応する画素列の組に同時に書き込まれる。画素列の組に副データが順次書き込ま
れる結果、表示面１１１全体に亘って、早いタイミングで画素Ｐの駆動が開始される。本
実施形態において、水平方向は、書込方向として例示される。
【００５２】
　図３は、表示装置１００の概略的なブロック図である。図１乃至図３を用いて、表示装
置１００が説明される。
【００５３】
　表示装置１００は、図１を参照して説明された液晶パネル１１０及び筐体１０１に加え
て、入力部１０２と、書込部１２０と、バックライト装置１０３と、を備える。映像信号
は、入力部１０２に入力される。映像信号は、その後、入力部１０２から書込部１２０に
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出力される。書込部１２０は、映像信号を処理し、副データ及び主データを生成する。副
データ及び主データは、液晶パネル１１０を駆動するための駆動信号として出力される。
液晶パネル１１０の画素Ｐは、駆動信号に応じて駆動される。バックライト装置１０３は
、筐体１０１内で、液晶パネル１１０の表示面１１１を照明する。この結果、画素Ｐの駆
動に応じた映像光が、表示面１１１から出射される。
【００５４】
　図４は、映像信号の概略的な概念図である。図１、図３及び図４を用いて、書込部１２
０及び書込部１２０による信号処理が説明される。
【００５５】
　図３に示される如く、書込部１２０は、第１処理部１２１、記憶部１２２、第２処理部
１２３及び駆動部１２４を備える。映像信号は、入力部１０２から第１処理部１２１に入
力される。第１処理部１２１は、液晶パネル１１０の駆動方式に合わせて、映像信号を処
理する。第１処理部１２１は、映像信号の処理に用いられる一般的なＣＰＵ及びＣＰＵに
よって実行されるプログラムであってもよい。記憶部１２２は、第１処理部１２１によっ
て処理された映像信号を一時的に記憶する。記憶部１２２は、映像信号の処理に用いられ
る一般的なラインメモリであってもよい。第２処理部１２３は、記憶部１２２に記憶され
た映像信号を読み出し、副データ及び主データを生成する。第２処理部１２３は、副デー
タ及び主データを駆動部１２４に順次出力する。第２処理部１２３は、第１処理部１２１
と同様に、映像信号の処理に用いられる一般的なＣＰＵ及びＣＰＵによって実行されるプ
ログラムであってもよい。駆動部１２４は、副データ及び主データを、液晶パネル１１０
を駆動するための駆動信号として出力する。この結果、液晶パネル１１０に副データ及び
主データが順次書き込まれる。
【００５６】
　図４に示される如く、映像信号は、フレーム画像信号を区画する複数の垂直同期信号Ｖ
Ｓを含む。図４に示される複数の垂直同期信号ＶＳは、フレーム画像信号（１）、フレー
ム画像信号（２）及びフレーム画像信号（３）を区画している。第１処理部１２１は、垂
直同期信号ＶＳを用いて、フレーム画像信号（１）、フレーム画像信号（２）及びフレー
ム画像信号（３）それぞれの開始及び／又は終了を見極めてもよい。第１処理部１２１は
、フレーム画像信号ごとに信号処理を行ってもよい。
【００５７】
　図５は、フレーム画像信号の概略的な概念図である。図２、図３及び図５を用いて、書
込部１２０による信号処理が更に説明される。
【００５８】
　以下、表示面１１１の最も上方のゲート線は、「１番目のゲート線」と称される。本実
施形態において、１番目のゲート線は、図２に示されるゲート線（Ｇ１）に相当する。ゲ
ート線（Ｇ１）に隣接するゲート線（Ｇ２）は、「２番目のゲート線」と称される。ゲー
ト線（Ｇ２）に隣接するゲート線（Ｇ３）は、「３番目のゲート線」と称される。ゲート
線（Ｇ３）に隣接するゲート線（Ｇ４）は、「４番目のゲート線」と称される。ゲート線
（Ｇ１）を基準として、奇数番目のゲート線は、図５において、「ゲート線（２Ｎ－１）
」と表記される。ゲート線（Ｇ１）を基準として、偶数番目のゲート線は、図５において
、「ゲート線（２Ｎ）」と表記される。以下の説明において用いられる「奇数のゲート線
」との用語は、ゲート線（Ｇ１）、ゲート線（Ｇ３）、・・・・、ゲート線（２Ｎ－１）
のうち少なくとも１つを意味する。「偶数のゲート線」との用語は、ゲート線（Ｇ２）、
ゲート線（Ｇ４）、・・・・、ゲート線（２Ｎ）のうち少なくとも１つを意味する。尚、
上述の定義は、本実施形態の原理を何ら限定しない。
【００５９】
　図５に示される如く、フレーム画像信号は、複数の水平同期信号ＨＳを含む。複数の水
平同期信号ＨＳは、フレーム画像信号を複数の信号区画（信号区画（１）乃至信号区画（
２Ｎ））に区分する。信号区画（１）、信号区画（３）、・・・・・、信号区画（２Ｎ－
１）は、ゲート線（Ｇ１）、ゲート線（Ｇ３）、・・・・、ゲート線（２Ｎ－１）にそれ
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ぞれ対応する。信号区画（２）、信号区画（４）、・・・・・、信号区画（２Ｎ）は、ゲ
ート線（Ｇ２）、ゲート線（Ｇ４）、・・・・、ゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対応する。
第１処理部１２１は、水平同期信号ＨＳを用いて、各信号区間の開始及び／又は終了を見
極めてもよい。
【００６０】
　図６は、記憶部１２２の概略的な概念図である。図３、図５及び図６を用いて、記憶部
１２２が説明される。
【００６１】
　記憶部１２２は、第１記憶部１３１と、第２記憶部１３２と、を含む。第１記憶部１３
１は、信号区画（１）、信号区画（３）、・・・・・、信号区画（２Ｎ－１）に関連づけ
られた信号データを記憶するために用いられる。第２記憶部１３２は、信号区画（２）、
信号区画（４）、・・・・・、信号区画（２Ｎ）に関連づけられた信号データを記憶する
ために用いられる。
【００６２】
　第１処理部１２１は、第１記憶部１３１に、信号区画（１）、信号区画（３）、・・・
・・、信号区画（２Ｎ－１）に関連づけられたデータを順次記憶させてもよい。第１処理
部１２１は、第２記憶部１３２に、信号区画（２）、信号区画（４）、・・・・・、信号
区画（２Ｎ）に関連づけられた信号データを順次記憶させてもよい。
【００６３】
　（液晶パネルへの書込処理）
　図７は、書込部１２０から液晶パネル１１０への書込処理の概略的なフローチャートで
ある。図１乃至図４、図６及び図７を用いて、書込部１２０から液晶パネル１１０への書
込処理が説明される。
【００６４】
　（ステップＳ１０５）
　書込処理は、ステップＳ１０５から開始される。ステップＳ１０５において、第２処理
部１２３は、対象のフレーム画像信号が、奇数フレーム画像に対応するか偶数フレーム画
像に対応するかを判定する。本実施形態において、フレーム画像（１）からのカウントの
下、奇数番目のフレーム画像に相当するフレーム画像（即ち、フレーム画像（１）、フレ
ーム画像（３）、・・・・、フレーム画像（２Ｎ－１））は、奇数フレーム画像として取
り扱われる。フレーム画像（２）からのカウントの下、偶数番目のフレーム画像に相当す
るフレーム画像（即ち、フレーム画像（２）、フレーム画像（４）、・・・・、フレーム
画像（２Ｎ））は、偶数フレーム画像として取り扱われる。第２処理部１２３が、対象の
フレーム画像が、奇数フレーム画像に対応すると判定するならば、ステップＳ１１０が実
行される。第２処理部１２３が、対象のフレーム画像が、偶数フレーム画像に対応すると
判定するならば、ステップＳ１２５が実行される。
【００６５】
　（ステップＳ１１０）
　ステップＳ１１０において、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１からデータ（信号
区間（１）、信号区間（３）、・・・・、信号区間（２Ｎ－１）に関連づけられた信号デ
ータ）を読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）に対応する画
素列に対して書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１から、信号
区間（１）に関連づけられた信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（２Ｎ－１
）及びゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に対して書込処理を行うならば、信号区間（２
Ｎ－１）に関連づけられた信号データを読み出す。その後、ステップＳ１１５が実行され
る。
【００６６】
　（ステップＳ１１５）
　ステップＳ１１５において、第２処理部１２３は、奇数のゲート線及び偶数のゲート線
に、第１記憶部１３１から読み出された信号データを駆動部１２４へ出力する。駆動部１
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２４がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列に同時に書込処
理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（１）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２
）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（１）に関連づけられた信号データを出力する
。この結果、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列が略同時
に駆動される。駆動部１２４がゲート線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対
応する画素列に同時に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２Ｎ－１
）に関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲ
ート線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（２Ｎ
－１）に関連づけられた信号データを出力する。この結果、ゲート線（２Ｎ－１）及びゲ
ート線（２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列が略同時に駆動される。第２処理部１２３から
駆動部１２４への信号データの出力の後、ステップＳ１２０が実行される。
【００６７】
　（ステップＳ１２０）
　ステップＳ１２０において、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが完了したから否かを判定する。本実施形態において、ゲート線（２Ｎ）に対応
する画素列への書込が完了しているならば、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への
信号データの書き込みが完了したと判定する。第２処理部１２３が、表示面１１１全体へ
の信号データの書き込みが完了したと判定するならば、ステップＳ１４０が実行される。
【００６８】
　ステップＳ１２０において、第２処理部１２３が、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが未完了であると判定するならば、ステップＳ１１０が実行される。ステップＳ
１１５において、第２処理部１２３は、信号区間（１）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力しているならば、ステップＳ１２０において、第２処理部１２３は、表
示面１１１全体への信号データの書き込みが未完了であると判定する。その後のステップ
Ｓ１１０において、第２処理部１２３は、信号区間（３）に関連づけられた信号データを
駆動部１２４へ出力する。
【００６９】
　（ステップＳ１２５）
　ステップＳ１２５において、第２処理部１２３は、第２記憶部１３２からデータ（信号
区間（２）、信号区間（４）、・・・・、信号区間（２Ｎ）に関連づけられた信号データ
）を読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）に対応する画素列
に対して書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１から、信号区間
（２）に関連づけられた信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（２Ｎ－１）及
びゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に対して書込処理を行うならば、信号区間（２Ｎ）
に関連づけられた信号データを読み出す。信号データの読み出しの後、ステップＳ１３０
が実行される。
【００７０】
　（ステップＳ１３０）
　ステップＳ１３０において、第２処理部１２３は、奇数のゲート線及び偶数のゲート線
に、第２記憶部１３２から読み出された信号データを駆動部１２４へ出力する。駆動部１
２４がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列に同時に書込処
理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２
）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（２）に関連づけられた信号データを出力する
。この結果、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列が略同時
に駆動される。駆動部１２４がゲート線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対
応する画素列に同時に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２Ｎ）に
関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート
線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（２Ｎ）に
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関連づけられた信号データを出力する。この結果、ゲート線（２Ｎ－１）及びゲート線（
２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列が略同時に駆動される。第２処理部１２３から駆動部１
２４への信号データの出力の後、ステップＳ１３０が実行される。
【００７１】
　（ステップＳ１３５）
　ステップＳ１３５において、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが完了したから否かを判定する。本実施形態において、ゲート線（２Ｎ）に対応
する画素列への書込が完了しているならば、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への
信号データの書き込みが完了したと判定する。第２処理部１２３が、表示面１１１全体へ
の信号データの書き込みが完了したと判定するならば、ステップＳ１４０が実行される。
【００７２】
　ステップＳ１３５において、第２処理部１２３が、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが未完了であると判定するならば、ステップＳ１２５が実行される。ステップＳ
１３０において、第２処理部１２３は、信号区間（２）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力しているならば、ステップＳ１３５において、第２処理部１２３は、表
示面１１１全体への信号データの書き込みが未完了であると判定する。その後のステップ
Ｓ１２５において、第２処理部１２３は、信号区間（４）に関連づけられた信号データを
駆動部１２４へ出力する。
【００７３】
　（ステップＳ１４０）
　ステップＳ１４０において、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１及び第２記憶部１
３２から信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ１）に対応する画素列に対
して書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１から、信号区間（１
）に関連づけられた信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ２）に対応する
画素列に対して書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、第２記憶部１３２から、信
号区間（２）に関連づけられた信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（２Ｎ－
１）に対応する画素列に対して書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、第１記憶部
１３１から、信号区間（２Ｎ－１）に関連づけられた信号データを読み出す。書込部１２
０がゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に対して書込処理を行うならば、第２処理部１２
３は、第２記憶部１３２から、信号区間（２Ｎ）に関連づけられた信号データを読み出す
。信号データの読み出しの後、ステップＳ１４５が実行される。
【００７４】
　（ステップＳ１４５）
　ステップＳ１４５において、第２処理部１２３は、読み出された信号データを駆動部１
２４へ順次出力する。駆動部１２４がゲート線（Ｇ１）に対応する画素列に書込処理を行
うならば、第２処理部１２３は、信号区間（１）に関連づけられた信号データを駆動部１
２４へ出力する。駆動部１２４がゲート線（Ｇ２）に対応する画素列に書込処理を行うな
らば、第２処理部１２３は、信号区間（２）に関連づけられた信号データを駆動部１２４
へ出力する。駆動部１２４がゲート線（２Ｎ－１）に対応する画素列に書込処理を行うな
らば、第２処理部１２３は、信号区間（２Ｎ－１）に関連づけられた信号データを駆動部
１２４へ出力する。駆動部１２４がゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に書込処理を行う
ならば、第２処理部１２３は、信号区間（２Ｎ）に関連づけられた信号データを駆動部１
２４へ出力する。
【００７５】
　（ステップＳ１５０）
　ステップＳ１５０において、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが完了したから否かを判定する。本実施形態において、ゲート線（２Ｎ）に対応
する画素列への書込が完了しているならば、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への
信号データの書き込みが完了したと判定する。第２処理部１２３が、表示面１１１全体へ
の信号データの書き込みが完了したと判定するならば、フレーム画像信号に対する処理は
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完了する。その後、後続のフレーム画像信号に対する処理が開始される。上述のステップ
Ｓ１１０乃至ステップＳ１２０の工程が対象のフレーム画像信号に対して用いられている
ならば、後続のフレーム画像は、上述のステップＳ１２５乃至ステップＳ１３５の工程を
受ける。上述のステップＳ１２５乃至ステップＳ１３５の工程が対象のフレーム画像信号
に対して用いられているならば、後続のフレーム画像は、上述のステップＳ１１０乃至ス
テップＳ１２０の工程を受ける。
【００７６】
　ステップＳ１５０において、第２処理部１２３が、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが未完了であると判定するならば、ステップＳ１４０が実行される。ステップＳ
１４５において、第２処理部１２３が、信号区間（１）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力しているならば、ステップＳ１５０において、第２処理部１２３は、表
示面１１１全体への信号データの書き込みが未完了であると判定する。その後のステップ
Ｓ１４０において、第２処理部１２３は、信号区間（２）に関連づけられた信号データを
駆動部１２４へ出力する。
【００７７】
　本実施形態において、第２処理部１２３が、対象のフレーム画像が、奇数フレーム画像
に対応すると判定するならば、ステップＳ１１０が実行される。第２処理部１２３が、対
象のフレーム画像が、偶数フレーム画像に対応すると判定するならば、ステップＳ１２５
が実行される。代替的に、ステップＳ１０５において、第２処理部１２３が、対象のフレ
ーム画像が、奇数フレーム画像に対応すると判定するならば、ステップＳ１２５が実行さ
れてもよい。第２処理部１２３が、対象のフレーム画像が、偶数フレーム画像に対応する
と判定するならば、ステップＳ１１０が実行されもよい
【００７８】
　図８は、書込部１２０から液晶パネル１１０への改善された書込処理の概略的なフロー
チャートである。図１乃至図４並びに図６乃至図８を用いて、書込部１２０から液晶パネ
ル１１０への改善された書込処理が説明される。
【００７９】
　（ステップＳ２０５）
　書込処理は、ステップＳ２０５から開始される。ステップＳ２０５において、第２処理
部１２３は、対象のフレーム画像信号が、奇数フレーム画像に対応するか偶数フレーム画
像に対応するかを判定する。本実施形態において、フレーム画像（１）からのカウントの
下、奇数番目のフレーム画像に相当するフレーム画像（即ち、フレーム画像（１）、フレ
ーム画像（３）、・・・・、フレーム画像（２Ｎ－１））は、奇数フレーム画像として取
り扱われる。フレーム画像（２）からのカウントの下、偶数番目のフレーム画像に相当す
るフレーム画像（即ち、フレーム画像（２）、フレーム画像（４）、・・・・、フレーム
画像（２Ｎ））は、偶数フレーム画像として取り扱われる。第２処理部１２３が、対象の
フレーム画像が、奇数フレーム画像に対応すると判定するならば、ステップＳ２１０が実
行される。第２処理部１２３が、対象のフレーム画像が、偶数フレーム画像に対応すると
判定するならば、ステップＳ２４０が実行される。
【００８０】
　（ステップＳ２１０）
　ステップＳ２１０において、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１からデータ（信号
区間（１）、信号区間（３）、・・・・、信号区間（２Ｎ－１）に関連づけられた信号デ
ータ）を読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）に対応する画
素列に対して書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１から、信号
区間（１）に関連づけられた信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（２Ｎ－１
）及びゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に対して書込処理を行うならば、信号区間（２
Ｎ－１）に関連づけられた信号データを読み出す。その後、ステップＳ２１５が実行され
る。
【００８１】
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　（ステップＳ２１５）
　ステップＳ２１５において、第２処理部１２３は、奇数のゲート線及び偶数のゲート線
に、第１記憶部１３１から読み出された信号データを駆動部１２４へ出力する。駆動部１
２４がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列に同時に書込処
理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（１）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２
）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（１）に関連づけられた信号データを出力する
。この結果、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列が略同時
に駆動される。駆動部１２４がゲート線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対
応する画素列に同時に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２Ｎ－１
）に関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲ
ート線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（２Ｎ
－１）に関連づけられた信号データを出力する。この結果、ゲート線（２Ｎ－１）及びゲ
ート線（２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列が略同時に駆動される。第２処理部１２３から
駆動部１２４への信号データの出力の後、ステップＳ２２０が実行される。
【００８２】
　（ステップＳ２２０）
　ステップＳ２２０において、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが完了したから否かを判定する。本実施形態において、ゲート線（２Ｎ）に対応
する画素列への書込が完了しているならば、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への
信号データの書き込みが完了したと判定する。第２処理部１２３が、表示面１１１全体へ
の信号データの書き込みが完了したと判定するならば、ステップＳ２２５が実行される。
【００８３】
　ステップＳ２２０において、第２処理部１２３が、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが未完了であると判定するならば、ステップＳ２１０が実行される。ステップＳ
２１５において、第２処理部１２３は、信号区間（１）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力しているならば、ステップＳ２２０において、第２処理部１２３は、表
示面１１１全体への信号データの書き込みが未完了であると判定する。その後のステップ
Ｓ２１０において、第２処理部１２３は、信号区間（３）に関連づけられた信号データを
駆動部１２４へ出力する。
【００８４】
　（ステップＳ２２５）
　ステップＳ２２５において、第２処理部１２３は、第２記憶部１３２からデータ（信号
区間（２）、信号区間（４）、・・・・、信号区間（２Ｎ）に関連づけられた信号データ
）を読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ２）に対応する画素列に対して書込処理を行
うならば、第２処理部１２３は、第２記憶部１３２から、信号区間（２）に関連づけられ
た信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に対して書
込処理を行うならば、信号区間（２Ｎ）に関連づけられた信号データを読み出す。その後
、ステップＳ２３０が実行される。
【００８５】
　（ステップＳ２３０）
　ステップＳ２３０において、第２処理部１２３は、偶数のゲート線に、第２記憶部１３
２から読み出された信号データを駆動部１２４へ出力する。駆動部１２４がゲート線（Ｇ
２）に対応する画素列に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２）に
関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート
線（Ｇ２）に対応する画素列に、信号区間（２）に関連づけられた信号データを出力する
。この結果、ゲート線（Ｇ２）に対応する画素列が駆動される。駆動部１２４がゲート線
（２Ｎ）に対応する画素列に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２
Ｎ）に関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、
ゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に、信号区間（２Ｎ）に関連づけられた信号データを
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出力する。この結果、ゲート線（２Ｎ）に対応する画素列が略同時に駆動される。第２処
理部１２３から駆動部１２４への信号データの出力の後、ステップＳ２３５が実行される
。
【００８６】
　（ステップＳ２３５）
　ステップＳ２３５において、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが完了したから否かを判定する。本実施形態において、ゲート線（２Ｎ）に対応
する画素列への書込が完了しているならば、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への
信号データの書き込みが完了したと判定する。第２処理部１２３が、表示面１１１全体へ
の信号データの書き込みが完了したと判定するならば、フレーム画像信号に対する処理は
完了する。その後、後続のフレーム画像信号に対する処理が開始される。後続のフレーム
画像は、後述されるステップＳ２４０乃至ステップＳ２６５の工程を受ける。
【００８７】
　ステップＳ２３５において、第２処理部１２３が、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが未完了であると判定するならば、ステップＳ２２５が実行される。ステップＳ
２３０において、第２処理部１２３が、信号区間（２）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力しているならば、ステップＳ２３５において、第２処理部１２３は、表
示面１１１全体への信号データの書き込みが未完了であると判定する。その後のステップ
Ｓ２２５において、第２処理部１２３は、信号区間（４）に関連づけられた信号データを
駆動部１２４へ出力する。
【００８８】
　（ステップＳ２４０）
　ステップＳ２４０において、第２処理部１２３は、第２記憶部１３２からデータ（信号
区間（２）、信号区間（４）、・・・・、信号区間（２Ｎ）に関連づけられた信号データ
）を読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）に対応する画素列
に対して書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、第２記憶部１３２から、信号区間
（２）に関連づけられた信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（２Ｎ－１）及
びゲート線（２Ｎ）に対応する画素列に対して書込処理を行うならば、信号区間（２Ｎ）
に関連づけられた信号データを読み出す。その後、ステップＳ２４５が実行される。
【００８９】
　（ステップＳ２４５）
　ステップＳ２４５において、第２処理部１２３は、奇数のゲート線及び偶数のゲート線
に、第２記憶部１３２から読み出された信号データを駆動部１２４へ出力する。駆動部１
２４がゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列に同時に書込処
理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２
）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（２）に関連づけられた信号データを出力する
。この結果、ゲート線（Ｇ１）及びゲート線（Ｇ２）にそれぞれ対応する画素列が略同時
に駆動される。駆動部１２４がゲート線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対
応する画素列に同時に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（２Ｎ）に
関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート
線（２Ｎ－１）及びゲート線（２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列に、信号区間（２Ｎ）に
関連づけられた信号データを出力する。この結果、ゲート線（２Ｎ－１）及びゲート線（
２Ｎ）にそれぞれ対応する画素列が略同時に駆動される。第２処理部１２３から駆動部１
２４への信号データの出力の後、ステップＳ２５０が実行される。
【００９０】
　（ステップＳ２５０）
　ステップＳ２５０において、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが完了したから否かを判定する。本実施形態において、ゲート線（２Ｎ）に対応
する画素列への書込が完了しているならば、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への
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信号データの書き込みが完了したと判定する。第２処理部１２３が、表示面１１１全体へ
の信号データの書き込みが完了したと判定するならば、ステップＳ２５５が実行される。
【００９１】
　ステップＳ２５０において、第２処理部１２３が、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが未完了であると判定するならば、ステップＳ２４０が実行される。ステップＳ
２４５において、第２処理部１２３は、信号区間（２）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力しているならば、ステップＳ２５０において、第２処理部１２３は、表
示面１１１全体への信号データの書き込みが未完了であると判定する。その後のステップ
Ｓ２４０において、第２処理部１２３は、信号区間（４）に関連づけられた信号データを
駆動部１２４へ出力する。
【００９２】
　（ステップＳ２５５）
　ステップＳ２５５において、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１からデータ（信号
区間（１）、信号区間（３）、・・・・、信号区間（２Ｎ－１）に関連づけられた信号デ
ータ）を読み出す。書込部１２０がゲート線（Ｇ１）に対応する画素列に対して書込処理
を行うならば、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１から、信号区間（１）に関連づけ
られた信号データを読み出す。書込部１２０がゲート線（２Ｎ－１）に対応する画素列に
対して書込処理を行うならば、信号区間（２Ｎ－１）に関連づけられた信号データを読み
出す。その後、ステップＳ２６０が実行される。
【００９３】
　（ステップＳ２６０）
　ステップＳ２６０において、第２処理部１２３は、奇数のゲート線に、第１記憶部１３
１から読み出された信号データを駆動部１２４へ出力する。駆動部１２４がゲート線（Ｇ
１）に対応する画素列に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間（１）に
関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１２４は、ゲート
線（Ｇ１）に対応する画素列に、信号区間（１）に関連づけられた信号データを出力する
。この結果、ゲート線（Ｇ１）に対応する画素列が駆動される。駆動部１２４がゲート線
（２Ｎ－１）に対応する画素列に書込処理を行うならば、第２処理部１２３は、信号区間
（２Ｎ－１）に関連づけられた信号データを駆動部１２４へ出力する。その後、駆動部１
２４は、ゲート線（２Ｎ－１）に対応する画素列に、信号区間（２Ｎ－１）に関連づけら
れた信号データを出力する。この結果、ゲート線（２Ｎ－１）に対応する画素列が略同時
に駆動される。第２処理部１２３から駆動部１２４への信号データの出力の後、ステップ
Ｓ２６５が実行される。
【００９４】
　（ステップＳ２６５）
　ステップＳ２６５において、第２処理部１２３は、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが完了したから否かを判定する。本実施形態において、ゲート線（２Ｎ－１）に
対応する画素列への書込が完了しているならば、第２処理部１２３は、表示面１１１全体
への信号データの書き込みが完了したと判定する。第２処理部１２３が、表示面１１１全
体への信号データの書き込みが完了したと判定するならば、フレーム画像信号に対する処
理は完了する。その後、後続のフレーム画像信号に対する処理が開始される。後続のフレ
ーム画像は、上述のステップＳ２１０乃至ステップＳ２３５の工程を受ける。
【００９５】
　ステップＳ２６５において、第２処理部１２３が、表示面１１１全体への信号データの
書き込みが未完了であると判定するならば、ステップＳ２５５が実行される。ステップＳ
２３０において、第２処理部１２３が、信号区間（１）に関連づけられた信号データを駆
動部１２４へ出力しているならば、ステップＳ２６５において、第２処理部１２３は、表
示面１１１全体への信号データの書き込みが未完了であると判定する。その後のステップ
Ｓ２５５において、第２処理部１２３は、信号区間（３）に関連づけられた信号データを
駆動部１２４へ出力する。
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【００９６】
　図７を参照して説明されたフローチャートのステップＳ１４０乃至ステップＳ１４５と
は異なり、図８のフローチャートのステップＳ２２５乃至ステップＳ２３５並びにステッ
プＳ２５５乃至ステップＳ２６５において、奇数又は偶数のゲート線に対応する画素列に
のみ選択的に信号データの書き込みがなされる。したがって、図８のフローチャートに表
される書込処理は、図７を参照して説明されたフローチャートよりも高速である。
【００９７】
　本実施形態において、第２処理部１２３が、対象のフレーム画像が、奇数フレーム画像
に対応すると判定するならば、ステップＳ２１０が実行される。第２処理部１２３が、対
象のフレーム画像が、偶数フレーム画像に対応すると判定するならば、ステップＳ２４０
が実行される。代替的に、ステップＳ２０５において、第２処理部１２３が、対象のフレ
ーム画像が、奇数フレーム画像に対応すると判定するならば、ステップＳ２４０が実行さ
れてもよい。第２処理部１２３が、対象のフレーム画像が、偶数フレーム画像に対応する
と判定するならば、ステップＳ２１０が実行されもよい
【００９８】
　図９は、表示面１１１の概略的な概念図である。図１乃至図３並びに図６乃至図９を参
照して、書込処理が更に説明される。
【００９９】
　表示面１１１には、複数の表示領域が概念的に規定される。図９には、表示領域（ＤＲ
１）乃至表示領域（ＤＲＮ）が示されている。表示領域（ＤＲ１）乃至表示領域（ＤＲＮ
）は、垂直方向（即ち、書込方向に直交する方向）に整列している。
【０１００】
　各表示領域は、複数の画素列を含むように規定される。各表示領域内の複数の画素列の
組は、以下の説明において、「画素列群」と称される。本実施形態において、画素列群は
、２つの画素列によって形成される。
【０１０１】
　図９に示される表示領域（ＤＲ１）は、ゲート線（Ｇ１）に沿って水平方向に整列する
複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ１）と、ゲート線（Ｇ２）に沿って水平方向に整列す
る複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ２）と、によって形成される映像表示領域として定
義されてもよい。画素列（ＰＬ１）及び画素列（ＰＬ２）は、１つの画素列群を形成する
。図９に示される表示領域（ＤＲ２）は、ゲート線（Ｇ３）に沿って水平方向に整列する
複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ３）と、ゲート線（Ｇ４）に沿って水平方向に整列す
る複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ４）と、によって形成される映像表示領域として定
義されてもよい。画素列（ＰＬ３）及び画素列（ＰＬ４）は、１つの画素列群を形成する
。図９に示される表示領域（ＤＲ３）は、ゲート線（Ｇ５）に沿って水平方向に整列する
複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ５）と、ゲート線（Ｇ６）に沿って水平方向に整列す
る複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ６）と、によって形成される映像表示領域として定
義されてもよい。画素列（ＰＬ５）及び画素列（ＰＬ６）は、１つの画素列群を形成する
。図９に示される表示領域（ＤＲＮ）は、ゲート線（２Ｎ－１）に沿って水平方向に整列
する複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ２Ｎ－１）と、ゲート線（２Ｎ）に沿って水平方
向に整列する複数の画素Ｐからなる画素列（ＰＬ２Ｎ）と、によって形成される映像表示
領域として定義されてもよい。画素列（ＰＬ２Ｎ－１）及び画素列（ＰＬ２Ｎ）は、１つ
の画素列群を形成する。
【０１０２】
　図７を参照して説明されたステップＳ１１０及びステップＳ１２５並びに図８を参照し
て説明されたステップＳ２１０及びステップＳ２４０のデータ処理は、各表示領域内の複
数の画素列から１つの画素列を選択することを意味する。図１を参照して説明されたフレ
ーム映像信号（１）を処理するために、ステップＳ１１０又はステップＳ２１０が実行さ
れると、奇数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１）
が選択されることとなる。本実施形態において、奇数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ
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１、ＰＬ３、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１）は、第１画素列として例示される。
【０１０３】
　図１を参照して説明されたフレーム映像信号（１）を処理するために、ステップＳ１１
０又はステップＳ２１０が実行されると、第２処理部１２３は、図６を参照して説明され
た信号区画（１）、信号区画（３）、信号区画（２Ｎ－１）に関連づけられた信号データ
を用いて、各表示領域（ＤＲ１、ＤＲ２、ＤＲ３、・・・・、ＤＲＮ）内の画素列（ＰＬ
１乃至ＰＬ２Ｎ）を同時に駆動するための列データを生成する。本実施形態において、信
号区画（１）、信号区画（３）、信号区画（２Ｎ－１）に関連づけられた信号データは、
第１画素列に対応する映像信号として例示される。信号区画（１）、信号区画（３）、信
号区画（２Ｎ－１）に基づき生成された列データは、第１列データとして例示される。第
２処理部１２３は、選択部として例示される。
【０１０４】
　第２処理部１２３は、列データを生成するために、読み出された信号データを、偶数の
ゲート線に対応する画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６、・・・・、ＰＬ２Ｎ）に割り当て
る。この結果、表示領域内において、２つの画素列に同一の信号が同時に供給されること
となる。
【０１０５】
　図７を参照して説明されたステップＳ１１５又は図８を参照して説明されたステップＳ
２１５において、駆動部１２４は、画素列（ＰＬ１）に書き込まれる列データを、画素列
（ＰＬ１）に隣接する画素列（ＰＬ２）にも出力する。駆動部１２４は、画素列（ＰＬ３
）に書き込まれる列データを、画素列（ＰＬ３）に隣接する画素列（ＰＬ４）にも出力す
る。駆動部１２４は、画素列（ＰＬ５）に書き込まれる列データを、画素列（ＰＬ５）に
隣接する画素列（ＰＬ６）にも出力する。駆動部１２４は、画素列（ＰＬ２Ｎ－１）に書
き込まれる列データを、画素列（ＰＬ２Ｎ－１）に隣接する画素列（ＰＬ２Ｎ）にも出力
する。本実施形態において、画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６、・・・・、ＰＬ２Ｎ）は
、第１隣接画素列として例示される。駆動部１２４は、出力部として例示される。
【０１０６】
　表示領域内の複数の画素列への列データの同時書込は、図１を参照して説明された副デ
ータの書き込みを意味する。画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１
）に対応する信号データは、偶数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６
、・・・・、ＰＬ２Ｎ）にも割り当てられるので、副データ（１）の解像度は、フレーム
映像信号（１）によって規定される解像度の約５０％となる。
【０１０７】
　図７を参照して説明されたステップＳ１４０及び図８を参照して説明されたステップＳ
２２５において、第２処理部１２３は、第２記憶部１３２から信号データを読み出す。そ
の後、第２記憶部１３２から読み出された信号データは、駆動部１２４によって、偶数の
ゲート線に対応する画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６、・・・・、ＰＬ２Ｎ）に出力され
る。偶数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６、・・・・、ＰＬ２Ｎ）
への信号データの書き込みは、図１を参照して説明された主データ（１）の書込処理を意
味する。
【０１０８】
　図１を参照して説明された如く、フレーム画像（１）の表示処理に続いて、フレーム画
像（２）の表示処理が行われる。このとき、書込部１２０は、図７を参照して説明された
ステップＳ１２５又は図８を参照して説明されたステップＳ２４０を実行する。フレーム
画像（１）の表示処理とは異なり、ステップＳ１２５又はステップＳ２４０において、第
２処理部１２３は、偶数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６、・・・
・、ＰＬ２Ｎ）用の信号データを記憶する第２記憶部１３２を選択する。本実施形態にお
いて、フレーム画像（２）の表示処理のために、ステップＳ１２５又はステップＳ２４０
で選択された画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６、・・・・、ＰＬ２Ｎ）は、第２画素列と
して例示される。
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【０１０９】
　ステップＳ１２５又はステップＳ２４０が実行されると、第２処理部１２３は、図６を
参照して説明された信号区画（２）、信号区画（４）、信号区画（２Ｎ）に関連づけられ
た信号データを用いて、各表示領域（ＤＲ１、ＤＲ２、ＤＲ３、・・・・、ＤＲＮ）内の
画素列（ＰＬ１乃至ＰＬ２Ｎ）を同時に駆動するための列データを生成する。本実施形態
において、信号区画（２）、信号区画（４）、・・・・、信号区画（２Ｎ）に関連づけら
れた信号データは、第２画素列に対応する映像信号として例示される。信号区画（２）、
信号区画（４）、信号区画（２Ｎ）に基づき生成された列データは、第２列データとして
例示される。
【０１１０】
　第２処理部１２３は、列データを生成するために、読み出された信号データを、奇数の
ゲート線に対応する画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１）に割り
当てる。この結果、表示領域内において、２つの画素列に同一の信号が同時に供給される
こととなる。
【０１１１】
　図７を参照して説明されたステップＳ１３０又は図８を参照して説明されたステップＳ
２４５において、駆動部１２４は、画素列（ＰＬ２）に書き込まれる列データを、画素列
（ＰＬ２）に隣接する画素列（ＰＬ１）にも出力する。駆動部１２４は、画素列（ＰＬ４
）に書き込まれる列データを、画素列（ＰＬ４）に隣接する画素列（ＰＬ３）にも出力す
る。駆動部１２４は、画素列（ＰＬ６）に書き込まれる列データを、画素列（ＰＬ６）に
隣接する画素列（ＰＬ５）にも出力する。駆動部１２４は、画素列（ＰＬ２Ｎ）に書き込
まれる列データを、画素列（ＰＬ２Ｎ）に隣接する画素列（ＰＬ２Ｎ－１）にも出力する
。本実施形態において、画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１）は
、第２隣接画素列として例示される。
【０１１２】
　表示領域内の複数の画素列への列データの同時書込は、図１を参照して説明された副デ
ータの書き込みを意味する。画素列（ＰＬ２、ＰＬ４、ＰＬ６、・・・・、ＰＬ２Ｎ）に
対応する信号データは、偶数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・
・・・、ＰＬ２Ｎ－１）にも割り当てられるので、副データ（２）の解像度は、フレーム
映像信号（２）によって規定される解像度の約５０％となる。
【０１１３】
　図７を参照して説明されたステップＳ１４０及び図８を参照して説明されたステップＳ
２５５において、第２処理部１２３は、第１記憶部１３１から信号データを読み出す。そ
の後、第２記憶部１３２から読み出された信号データは、駆動部１２４によって、奇数の
ゲート線に対応する画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１）に出力
される。奇数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・・・・、ＰＬ２
Ｎ－１）への信号データの書き込みは、図１を参照して説明された主データ（２）の書込
処理を意味する。
【０１１４】
　図１に示される如く、フレーム画像（２）の表示処理に続いて、フレーム画像（３）の
表示処理が行われる。図７又は図８に関連して説明されたフローチャートによれば、フレ
ーム画像が順次表示されている間、第２処理部１２３は、各表示領域内で、基準となる画
素列を循環的に選択する。したがって、フレーム画像（３）の表示処理が開始されると、
ステップＳ１１０又はステップＳ２１０が再度実行される。
【０１１５】
　再度実行されたステップＳ１１０又はステップＳ２１０において、第２処理部１２３は
、奇数のゲート線に対応する画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１
）用の信号データを記憶する第１記憶部１３１を選択する。フレーム画像（３）に対する
表示処理のための副データ（３）の基準となるこれらの画素列（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５
、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１）は、フレーム画像（１）に対する表示処理のための副データ
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（１）の基準と同一である。フレーム画像（１）に対する表示処理と同様に、第２処理部
１２３は、信号区画（１）、信号区画（３）、・・・・、信号区画（２Ｎ－１）に関連づ
けられた信号データに基づき、列データを生成する。本実施形態において、フレーム画像
（３）の表示処理のために、ステップＳ１１０又はステップＳ２１０で選択された画素列
（ＰＬ１、ＰＬ３、ＰＬ５、・・・・、ＰＬ２Ｎ－１）は、第３画素列として例示される
。
【０１１６】
　図１０Ａは、図７のフローチャートに従う副データの書込動作を表す概略的なグラフで
ある。図１０Ｂは、図７のフローチャートに従う主データの書込動作を表す概略的なグラ
フである。図７、図９乃至図１０Ｂを用いて、副データ及び主データの書込動作が説明さ
れる。
【０１１７】
　上述の如く、副データは、表示領域内の２つの画素列に同時に書き込まれる。一方、副
データの書込処理の後に行われる主データの書込処理において、主データは、表示面１１
１の画素列に順次書き込まれる。画素列群内の２つの画素列それぞれに対応する信号デー
タが書き込まれるので、主データの書込処理は、副データよりも長くなる。この結果、副
データの書込期間は、主データの書込期間の約半分になる。
【０１１８】
　図１１Ａは、図８のフローチャートに従う副データの書込動作を表す概略的なグラフで
ある。図１１Ｂは、図８のフローチャートに従う主データの書込動作を表す概略的なグラ
フである。図７乃至図１１Ｂを用いて、副データ及び主データの書込動作が説明される。
【０１１９】
　図８のフローチャートにおける副データの書込処理は、図７のフローチャートと同様で
ある。一方、副データの書込処理の後の主データの書込処理において、図８のフローチャ
ートは、図７のフローチャートと相違する。図７のフローチャートと異なり、図８のフロ
ーチャートでは、副データの書込の基準として選択された画素列以外の画素列に信号デー
タが書き込まれる。したがって、画素列群を構成する画素列が２つであるならば、主デー
タの書込期間は、副データの書込期間と略等しくなる。
【０１２０】
　図１２Ａは、フレーム画像（１）が表示される間に表示面１１１に映し出される映像の
変化を表す概略図である。図１２Ｂは、フレーム画像（２）が表示される間に表示面１１
１に映し出される映像の変化を表す概略図である。図１、図９、図１２Ａ及び図１２Ｂを
参照して、本実施形態の原理の有利な特徴が説明される。
【０１２１】
　フレーム画像信号（１）及びフレーム画像信号（２）が、同一のフレーム画像を表現し
ているならば、図１２Ａ及び図１２Ｂに示される如く、主データの書込処理の完了時にお
いて、表示面１１１は、略同一のフレーム画像を表示する。
【０１２２】
　上述の如く、副データの書込処理において、基準として選択される画素列は、フレーム
画像（１）に対する信号処理とフレーム画像（２）に対する信号処理との間で相違する。
したがって、図１２Ａ及び図１２Ｂに示される如く、副データの書込処理の完了時におい
て、表示面１１１が表示する映像は、フレーム画像（１）とフレーム画像（２）との間で
相違する。このことは、副データの書込完了時から主データの書込完了時までの液晶パネ
ル１１０の液晶の挙動が、フレーム画像（１）とフレーム画像（２）との間で相違するこ
とを意味する。副データの書込処理が映像に与える影響が、フレーム画像（１）とフレー
ム画像（２）との間で変動するので、観察者は、副データの書込処理が映像に与える影響
を知覚しにくくなる。
【０１２３】
　＜第２実施形態＞
　第１実施形態において、画素群は、２つの画素列を用いて形成されている。第１実施形
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態に関連して説明された副データの書込処理の影響を緩和するための原理は、２つの画素
列を有する画素群にのみ有効となるものではない。画素群が、３以上の画素列を用いて形
成されても、第１実施形態に関連して説明された原理は、有効に利用される。第２実施形
態において、画素群は、３つの画素列を用いて形成される。第２実施形態を参照して説明
される「画素群内の画素列の増加手法」は、３を超える画素列を用いて画素群を形成する
他の実装にも同様に適用される。
【０１２４】
　（表示装置）
　図１３は、第２実施形態の表示装置１００Ａの概略的なブロック図である。図１３を用
いて、表示装置１００Ａが説明される。
【０１２５】
　表示装置１００Ａは、第１実施形態と同様に、入力部１０２、バックライト装置１０３
及び液晶パネル１１０を備える。表示装置１００Ａは、入力部１０２からの映像信号を処
理し、液晶パネル１１０に副データ及び主データを書き込む書込部１２０Ａを更に備える
。
【０１２６】
　書込部１２０Ａは、第１処理部１２１Ａ、記憶部１２２Ａ、第２処理部１２３Ａ及び駆
動部１２４Ａを備える。第１処理部１２１Ａは、入力部１０２からの映像信号を処理し、
記憶部１２２に信号データを記憶させる。第２処理部１２３Ａは、記憶部１２２Ａから信
号データを読み出し、副データ及び主データを生成する。駆動部１２４Ａは、液晶パネル
１１０に副データ及び主データを順次出力する。
【０１２７】
　図１４は、記憶部１２２Ａの概略的な概念図である。図２及び図１４を用いて、記憶部
１２２Ａが説明される。
【０１２８】
　記憶部１２２Ａは、第１記憶部１３１Ａと、第２記憶部１３２Ａと、第３記憶部１３３
Ａを含む。第１記憶部１３１Ａは、３の倍数から２が差し引かれた数に相当する序数が付
されたゲート線（Ｇ１、Ｇ４、・・・・、３Ｎ－２）に対応する画素列に入力される信号
区画（１、４、・・・・、３Ｎ－２）のデータを記憶する。第２記憶部１３２Ａは、３の
倍数から１が差し引かれた数に相当する序数が付されたゲート線（Ｇ２、Ｇ５、・・・・
、３Ｎ－１）に対応する画素列に入力される信号区画（２、５、・・・・、３Ｎ－１）の
データを記憶する。第３記憶部１３３Ａは、３の倍数に相当する序数が付されたゲート線
（Ｇ３、Ｇ６、・・・・、３Ｎ）に対応する画素列に入力される信号区画（３、６、・・
・・、３Ｎ）のデータを記憶する。
【０１２９】
　（副データの生成処理）
　図１５は、表示面１１１の概略的な概念図である。図１、図１３乃至図１５を参照して
、表示装置１００Ａが更に説明される
【０１３０】
　表示面１１１には、複数の表示領域が概念的に規定される。図１５には、表示領域（Ｄ
Ｒ１）乃至表示領域（ＤＲＮ）が示されている。表示領域（ＤＲ１）乃至表示領域（ＤＲ
Ｎ）は、垂直方向（即ち、書込方向に直交する方向）に整列している。
【０１３１】
　表示領域（ＤＲ１）は、３つの画素列（ＰＬ１、ＰＬ２、ＰＬ３）からなる画素列群を
含む。表示領域（ＤＲ２）は、３つの画素列（ＰＬ４、ＰＬ５、ＰＬ６）からなる画素列
群を含む。表示領域（ＤＲ４）は、３つの画素列（ＰＬ７、ＰＬ８、ＰＬ９）からなる画
素列群を含む。表示領域（ＤＲＮ）は、３つの画素列（ＰＬ３Ｎ－２、ＰＬ３Ｎ－１、Ｐ
Ｌ３Ｎ）からなる画素列群を含む。
【０１３２】
　フレーム画像（１）が表示されるとき、第２処理部１２３Ａは、画素列（ＰＬ１、ＰＬ
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４、・・・、ＰＬ３Ｎ－２）を基準となる画素列として選択する。第２処理部１２３Ａは
、画素列（ＰＬ１、ＰＬ４、・・・、ＰＬ３Ｎ－２）に対応する信号データを格納する第
１記憶部１３１Ａから信号データを読み出し、列データを生成する。駆動部１２４Ａは、
生成された列データを、各表示領域の３つの画素列に同時に書き込む。
【０１３３】
　フレーム画像（２）が表示されるとき、第２処理部１２３Ａは、画素列（ＰＬ２、ＰＬ
５、・・・、ＰＬ３Ｎ－１）を基準となる画素列として選択する。第２処理部１２３Ａは
、画素列（ＰＬ２、ＰＬ５、・・・、ＰＬ３Ｎ－１）に対応する信号データを格納する第
２記憶部１３２Ａから信号データを読み出し、列データを生成する。駆動部１２４Ａは、
生成された列データを、各表示領域の３つの画素列に同時に書き込む。
【０１３４】
　フレーム画像（３）が表示されるとき、第２処理部１２３Ａは、画素列（ＰＬ３、ＰＬ
６、・・・、ＰＬ３Ｎ）を基準となる画素列として選択する。第２処理部１２３Ａは、画
素列（ＰＬ３、ＰＬ６、・・・、ＰＬ３Ｎ）に対応する信号データを格納する第３記憶部
１３３Ａから信号データを読み出し、列データを生成する。駆動部１２４Ａは、生成され
た列データを、各表示領域の３つの画素列に同時に書き込む。本実施形態において、フレ
ーム画像（３）の表示のために第２処理部１２３Ａによって選択された画素列（ＰＬ３、
ＰＬ６、・・・、ＰＬ３Ｎ）は、第３画素列として例示される。第２処理部１２３Ａは、
選択部として例示される。第３記憶部１３３Ａに格納された信号区画（３、６、・・・・
、３Ｎ）のデータは、第３画素列に対応する映像信号として例示される。
【０１３５】
　第２処理部１２３Ａは、上述の如く、フレーム画像の順次の表示に応じて、副データの
生成の基準として用いられる信号データを切り替える。この結果、副データの生成工程に
差異が生じ、フレーム画像中に現れる副データ生成工程の影響は目立ちにくくなる。
【産業上の利用可能性】
【０１３６】
　本実施形態の原理は、液晶を用いて映像を表示する表示装置に好適に利用可能である。
【０１３７】
１００，１００Ａ・・・・・表示装置
１１０・・・・・・・・・・液晶パネル
１１１・・・・・・・・・・表示面
１２０，１２０Ａ・・・・・書込部
１２３，１２３Ａ・・・・・第２処理部
１２４，１２４Ａ・・・・・駆動部
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【図９】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】
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【図１２Ｂ】 【図１３】
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